
は
ぎ
じ
ょ
う

山
口
・萩

城

跡

（外
堀
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
山
口
県
萩
市
南
片
河
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年
度
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
～

一

二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
内
山
雅
司

。
堀
田
浩

一
・
藤
井
英
治

。
小
林
善
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

（町
屋
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
毛
利
氏
の
居
城
で
あ
る
萩
城
の
三
の
九
と
城
下
を
分
け
る
外
堀

の
東
岸
に
位
置
す
る
。
今
回
の

発
翔
調
査
は
道
路
整
備
事
業
に

伴
う
も

の
で
、
南
北
約
七
〇

〇
ｍ
東
西
約
二
四
ｍ
を

一
九
九

七
年
か
ら
順
次
調
査
し
て
い
る
。

外
堀
は
当
初
幅
二
〇
間

（約

四
〇
じ

あ

っ
た
と
さ
れ
る
が
、

約
　
一
人
世
紀
の
中
頃
に
は
人
間

（約
一
一含
）
に
狭
め
ら
れ
、

そ
の

一
二
間

（約
一
一四
じ

分
に

「北
片
河
町
」
「南
片
河
町
」
と
呼
ば
れ
る
町

屋
が
形
成
さ
れ
た
。
軍
事
上
大
切
な
堀
側
に
町
屋
が
進
出
す
る
希
有
な
例
と
い

え
る
。
砂
堆
を
掘
り
込
ん
だ
堀
に
進
出
し
た
町
屋
の
遺
跡
で
あ
る
た
め
、
下
層

面
は
水
分
を
多
く
含
み
、
木
製
品
や
骨
角
製
品
な
ど
が
良
好
な
状
態
で
出
土
す

る
。
そ
れ
ら
の
中
に
、
墨
書
さ
れ
た
木
製
品
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

二
〇
〇

一
年
度
調
査
区
は
、
南
北
に
延
び
る
外
堀
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、

城
内
へ
通
じ
る

「中
の
惣
門
」
に
続
く

「御
成
道
」
の
南
側
、
東
西
約
二
〇
ｍ

南
北
約
三
〇
ｍ
、
面
積
約
六
〇
〇
ポ
の
区
画
で
あ
る
。
「南
片
河
町
」
の
中
心

部
分
と
思
わ
れ
、
遺
跡
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
遺
構

・
遺
物
の
検
出
が
期
待
さ

れ
た
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
建
物

（石
列
や
礎
石
）
と
そ
れ
に
付
随
す
る
生
活

遺
構

（井
戸
、
埋
甕
、
厠
、
竃
、
ゴ
ミ
穴
、
胞
衣
埋
納
遺
構
）、
町
屋
を
区
画
す
る

石
列
や
堀
の
傾
斜
面
を
嵩
上
げ
す
る
石
垣
遺
構
で
あ
る
。
外
堀
が
構
築
さ
れ
て

幕
末
に
至
る
ま
で
に
大
き
く
五
つ
の
生
活
面
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

木
製
品
溜
ま
り
二
人
五
は
、
調
査
区
南
半
堀
側
に
広
が
る
黒
灰
色
粘
質
土
の

堆
積
層
で
あ
る
。
南
北
方
向
に
構
築
さ
れ
た
石
垣
二
五
五
の
基
底
部
か
ら
南
北

一
三
ｍ
東
西
六

。
四
ｍ
厚
さ
最
大
七
五
印
を
測
る
。
四
面
か
ら
五
面
に
か
け
て

の
遺
構
と
思
わ
れ
、
こ
の
堆
積
土
か
ら
は

一
七
世
紀
中
頃
の
肥
前
陶
磁
器
や
萩

焼
な
ど
の
在
地
陶
器
を
中
心
に
、
下
駄

・
漆
器
椀

・
櫛

・
柄
狗

・
曲
物
な
ど
の

木
製
品
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
た
。
埋
上
の
堆
積
状
況
や
遺
物
の
出
土
状
況
か

ら
み
て
、　
一
七
世
紀
中
頃
ま
で
は
堀
の
中
、
も
し
く
は
堀
端
の
淀
み
の
よ
う
な

場
所
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
こ
に
生
活
廃
材
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
も
の
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と
考
え
ら
れ
る
。
墨
書
の
あ
る
木
製
品
は
二
人
点
で
、
す
べ
て
木
製
品
溜
ま
り

二
人
五
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
木
札
状
の
も
の
は

一
四
点
で
、
他
に

由
物
の
底
や
桶
の
底
、
棒
状
の
木
製
品
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
報
告
書
に
掲

載
で
き
た
木
札
状
の
木
簡

一
三
点
と
棒
状
の
も
の
一
点
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
（「目印）娠鮒
融滞郎兵衛

ｏ
廿
壱
呑
　
　
　
」

（日
印
ノ
中
二
黒
印

「
い
つ
ゝ
や
」
〈横
向
キ
〉
ア
リ
）

。
「　　　　　　　ｏ

遥
鰹
【薩
　
　

」
　

　

］醤
８

常岸

②
　
。
「
　
　
　
長
州
萩

（目
印
）
井
筒
屋
市
郎
兵
衛

０　　　　　　　　　　　　　」

。
「　　　　　　　　　ｏ

伍
太
力
菩
薩
　
　
　
　
　
」
　

　

　

　

　

やや援
出
さ
ｏ
ｏＦ

９
　
。
「　
　
　
長
州
萩

（目
印
）
井
筒
屋
市
郎
兵
衛

ｏ
子
ノ
九
月
□
□
三
十
六
」

。
「　　　　　Ｏ長
州
萩
　
　
　
　
　
　
　
」

］
∞
い
×

⇔
６
×

岸
Ｐ
　

Ｏ
Ｐ
〕

〔筒
屋
と

「
井
□
□

　

ｏ
」

（焼
印
）

「
『＋
万
』　　　　　
ｏ
」

（
「
目
印
）
娠
酬
跡
市
郎
兵
衛

「　
　
　
　
　
　
ｏ□
□
□

ズ
ロ
印
）
ｏ日

□
〔菩
力
〕

「　
　
　
伍
太
力
□
□

ズ
ロ
印
）
日
日
Ｈ
日
日
□

０　　　　　　　　　　　　　」

獅
∞
∞
伽
×
卜
離
戯
囀
×
引
離
中
３
　
ｏ
ω
伽

」」　　　　　　　　　　　　　　　　］ＰＰ〉〈枷『〉〈ＰＯ

口

回

」

〔衛
力
〕

「　
　
　
長
州
萩

（日
印
）
井
筒
屋

ｏ
子
□

「　　　　　　　　　ｏ

□
□
□
寛
口
□

含

Ｐ
ｅ

×

的
Ｐ
×

ｏ
　

ｏ
岸
ｏ

〇
滓
Ｐ

」
　

　

　

　

　

　

］
Ｐ
∞
×

い
Ｎ
×

Φ
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

］
］
Ｐ
×

］
∞
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
岸
μ

や
〇
『

×

卜
Ｐ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
牌

（
「
目
印
）
長

州
乖
任
縫
腔
帷
兵

□

」
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見
え
る
井
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井
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桁
状
の
目
印
が
入
る
点
で
も
共
通
す
る
。
こ
の
う
ち
④
を
除
く

一
〇
点
は
い
ず

れ
も
柾
目
の
板
材
を
短
冊
型
に
切
断
加
工
し
た
木
簡
で
、
上
部
の
左
右
ど
ち
ら

か

一
カ
所
に
釘
目
孔
と
み
ら
れ
る
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
い
は
下
部
が
腐
蝕
欠

損
し
て
い
る
が
、
残
存
部
か
ら
み
て
同
じ
形
式
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
③
の

「子
ノ
九
月
」
は
、
共
伴
す
る
陶
磁
器
類
の
中
心
年
代
が

一
七
世
紀
中
葉
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
戊
子
の
慶
安
元
年

（
三
ハ
四
人
）、
庚
子
の
万
治
三
年

（
三
ハ
六

〇
）、
壬
子
の
寛
文

一
二
年

（
三
ハ七
一
じ
が
候
補
と
な
る
が
、
⑪
の
墨
書
か
ら

み
て
寛
文

一
二
年
の
可
能
性
が
最
も
高

い
と
思
わ
れ
る
。
「井
筒
屋
市
郎
兵

衛
」
と
い
う
商
人
に
つ
い
て
は
他
に
関
連
史
料
が
な
く
、
今
回
の
木
簡
で
初
出

と
み
ら
れ
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

い
②
Ｏ
①
⑫
の
裏
面
に
見
え
る

「伍
太
力
菩
薩
」
は
、
密
教
系
の
五
人
衆
か

ら
な
る
念
怒
仏
の
こ
と
で
、
三
宝
と
国
土
を
守
護
す
る
国
家
守
護
の
菩
薩
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
近
世
に
お
い
て
は
、
特
に
密
教
系
の
念
怒
仏
の
変
容
が
激
し

く
、
そ
の
多
く
が
庶
民
化
に
よ
り
福
神
化
し
、
五
大
力
菩
薩
も
ま
た
本
来
の
教

理
と
ず
れ
な
が
ら
世
俗
的
な
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え

ば
、
手
紙
を
出
す
と
き
に
相
手
に
間
違
い
な
く
届
く
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め

て
紙
の
封
じ
目
に

「
五
大
力
」
と
書
く
行
為
が
主
に
女
性
の
間
で
広
く
行
な
わ

れ
て
お
り
、
井
原
西
鶴
の

『日
本
永
代
蔵
』
に
も
手
紙
の
封
じ
目
に

「
五
大
力

菩
薩
」
と
書
く

一
節
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
木
簡
に
墨
書
さ
れ
た

「伍
太
力

菩
薩
」
も
、
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
祈
願
を
込
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
～
⑭
の
三
点
の
木
簡
は
、
前
述
の
一
〇
点
の
木
簡
と
類
似
す
る
。
墨
書
の

残
存
が
悪
く
判
読
が
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

「
△
」
に

「大
」
の
目
印
が

入
る
。
「井
筒
屋
市
郎
兵
衛
」
と
は
別
の
商
人
の
屋
号
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
内
容
の
木
簡
の
出
土
例
は
他
地
区
に
は
な
く
、
ま
た
類
例
も
乏

し
い
た
め
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
近
世
遺
跡
で
出
土
す
る
木

簡
で

一
般
的
な
も
の
と
し
て
荷
札
木
簡
が
あ
る
が
、
記
載
内
容
に
内
容
物
、
数

量
、
送
り
主
、
送
り
先
が
な
く
て
は
用
を
な
さ
な
い
。
こ
の
点
で
今
回
出
土
し

た
木
街
に
つ
い
て
安
易
に
荷
札
と
す
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
、
そ
の
性
格
の
究
明

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
萩
博
物
館
の
樋
口
尚
樹
氏
、
山
口
県

文
書
館
の
山
田
稔
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
山
口
県
教
育
財
団
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『萩
城
跡

（外
堀
地

区
）
Ⅱ
』
（山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
四
六
、
三
〇
〇
四
年
）
（井
川
隆
司
）


